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阿
蘇
米
本
学
園

問　

学
校
施
設
改
修
の
内
容
は
。

答　

普
通
教
室
の
黒
板
や
床
の

補
修
等
、
西
側
校
舎
の
ト
イ
レ

便
器
の
改
修
等
、
ま
た
学
童
保

育
所
も
敷
地
内
に
建
設
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

問　

校
舎
外
壁
は
改
修
す
る
の

か
。

答　

老
朽
化
に
よ
る
モ
ル
タ
ル

の
浮
き
や
防
水
の
劣
化
が
見
ら

れ
る
た
め
、
令
和
４
年
度
の
改

修
工
事
へ
向
け
て
調
整
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

少
年
自
然
の
家
の
方
向
性

問　

今
後
、
改
修
し
て
使
う
考

え
は
あ
る
の
か
。

答　

老
朽
化
が
進
み
耐
震
性
が

不
足
し
て
お
り
、
協
議
、
検
討

を
重
ね
、
公
共
施
設
再
配
置
等

推
進
委
員
会
で
、
廃
止
の
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。（
財
務
部
）　　
　
　
　
　

八
千
代
台
西
中
学
校
土
地
の
賃

借問　

国
有
地
賃
借
の
経
緯
は
。

答　

国
有
財
産
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
制
度
を
活
用
し
、
昭
和

48
年
度
か
ら
20
年
間
無
償
で
借

り
受
け
、
平
成
５
年
度
以
降
は

１　

コ
ロ
ナ
禍
の
八
千
代
市
の

現
状
と
対
応
。

　

○
感
染
者
、
重
症
者
、
入
院
、

自
宅
待
機
者
数
及
び
市
内
病
院

の
対
応
、
病
床
使
用
率
並
び
に
、

保
育
園
、
小
中
学
校
の
現
況
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
間
隔
の
短
縮
の

お
願
い
を
し
た
。

２　

令
和
４
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
。

　

○
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
、
概
要
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
又
、
今
後
の
問
題
点

に
つ
い
て
の
質
問
。

３　

市
長
公
約
に
つ
い
て
。

　

○
東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
引
き

下
げ
に
つ
い
て
、
市
長
就
任
か

ら
５
年
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
き
た
の
か
、
又
、
経

営
統
合
な
ど
の
話
し
合
い
の
成

果
は
、
又
、
今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
を
問
い
た
だ
し
た
。
運

賃
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
現

況
で
は
厳
し
く
断
念
せ
ざ
る
を

え
な
い
と
の
解
答
で
あ
っ
た
。

４　

庁
舎
建
設
に
関
わ
る
諸
問

題
。

　

○
基
本
計
画
か
ら
基
本
設
計

ま
で
の
経
緯
、
選
定
委
員
会
の

放
課
後
子
ど
も
教
室

　
　
　

現
在
小
学
校
９
校
で
実

施
済
で
す
が
、
国
の
進
め
る

「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
」
の
目
標
に
も
「
す
べ
て

の
小
学
校
区
で
の
実
施
」
と
あ

り
、
各
部
署
と
連
携
し
て
進
め

て
も
ら
い
た
い
。
八
千
代
市
が

進
め
て
い
る
一
体
型
は
、
「
学

童
保
育
事
業
の
た
め
の
保
育

室
」
と
は
別
室
の
「
余
裕
教
室

等
を
活
用
し
た
放
課
後
子
ど
も

教
室
」
に
、
学
童
保
育
所
の
子

ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
い
取
組
。

令
和
４
年
度
開
校
の
阿
蘇
米
本

学
園
で
も
一
体
型
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
帰
宅
時
の
送
迎
バ

ス
の
時
間
も
考
慮
し
な
が
ら
準

備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

使
用
す
る
教
室
等
の
確
保
、
地

域
の
方
々
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
周
知
を
要
望
。

児
童
・
生
徒
へ
の
虐
待
防
止

問　

わ
い
せ
つ
セ
ク
ハ
ラ
事
案

へ
の
取
組
は
。

答　

教
職
員
へ
の
周
知
徹
底
、

第
三
者
を
入
れ
て
の
校
舎
内
点

検
、
児
童
・
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

賃
貸
借
契
約
を
し
て
現
在
に
至

り
ま
す
。　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
　
　

平
成
５
年
度
か
ら
賃
借

料
を
支
払
い
、
現
在
で
は
そ
の

額
が
年
間
１
１
２
９
万
６
１
７

８
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
額

を
支
払
い
続
け
る
の
は
お
か
し

い
。
市
と
し
て
対
応
を
検
討
す

べ
き
。

市
庁
舎
整
備

問　

新
庁
舎
整
備
の
現
状
は
。

答　

改
め
て
庁
舎
規
模
の
最
適

化
と
財
政
負
担
の
軽
減
を
念
頭

に
、
基
本
計
画
の
一
部
修
正
と

基
本
設
計
の
見
直
し
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
新
し
く
整

備
す
る
庁
舎
を
現
庁
舎
と
同
等

規
模
程
度
で
整
備
可
能
か
検
討

中
で
す
。　
　
　
　
　
（
市
長
）

　
　
　

市
議
会
で
決
定
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
当
初

の
と
お
り
決
断
で
き
な
い
の
か
。

規
模
を
縮
小
す
る
た
め
設
計
を

や
り
直
す
と
な
る
と
、
現
設
計

費
は
全
く
無
駄
に
な
る
。
現
庁

舎
で
天
井
、
壁
等
の
崩
落
に
よ

り
、
事
故
が
発
生
し
た
ら
人
災

で
は
な
い
か
。

メ
ン
バ
ー
構
成
、
担
当
課
と
市

長
と
の
意
思
疎
通
の
問
題
等
を

正
し
、
納
得
の
い
く
庁
舎
建
設

を
お
願
い
し
た
。

５　

姉
妹
都
市
タ
イ
ラ
ー
市
と

の
交
流
に
つ
い
て
。

　

○
姉
妹
交
流
30
年
の
節
目
に

対
し
て
の
考
え
方
、
記
念
事
業

等
に
つ
い
て
質
問
。

６　

道
路
、
植
栽
に
つ
い
て
。

　

○
道
路
等
の
自
治
会
要
望
に

つ
い
て
、
又
、
勝
田
台
エ
ン

ジ
ュ
通
り
の
植
栽
、
何
故
エ
ン

ジ
ュ
通
り
な
の
か
と
の
質
問
。

タ
イ
ラ
ー
市
の
市
の
木
が
エ
ン

ジ
ュ
で
あ
り
、
姉
妹
締
結
の
際
、

勝
田
台
文
化
セ
ン
タ
ー
前
に
植

樹
さ
れ
、
名
称
が
付
け
ら
れ
た
、

記
念
の
通
り
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

問　

家
庭
等
で
起
き
た
虐
待
案

件
を
学
校
が
把
握
し
た
時
の
対

応
は
。

答　

緊
急
的
な
支
援
が
必
要
な

場
合
は
児
童
相
談
所
に
通
告
。

八
千
代
市
子
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー
、
警
察
、
そ
の
他
機
関
と

も
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

市
制
施
行
55
周
年
記
念
事
業

　
　
　

市
民
か
ら
の
副
駅
名
の

募
集
を
今
後
の
記
念
事
業
に
。

「
や
ち
よ
花
と
緑
の
田
園
都

市
」
と
し
て
、
市
内
各
所
の
花

祭
り
を
市
民
、
企
業
と
連
携
し

盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

令和４年３月発行

意
見

意
見

要
望

要
望

第
４
回　

定
例
会

第
１
回　

定
例
会

第
４
回　

定
例
会

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
３
年

代
表
質
問

代
表
質
問

個
別
質
問

左から塚本議員、大澤議員、成田議員、伊東議員、林代表、江野澤議員、大塚議員、辰己議員

会派代表

林
はやし

　利
としひこ

彦

辰
た つ み

己  百
も も え

恵

大
おおさわ

澤  一
かずはる

治

国・県・市で連携を図り、
力強く市政を進めてゆく

ホームページで
過去の議会報告を
ご覧いただけます。

八千代市議会会派自由民主党

ホームページ

　未来ある子どもたちが健康に成長してもらいた

いとの思いで、現在本市では中学校３年生まで医

療費助成の対象としています。 

　一方で、高校生は活動範囲が広がりケガや病気

のリスクが高まり、教育等に掛かる費用もかさむ

ことなどから、保護者から高校生等も助成対象に

して欲しいとの多くの声が寄せられています。何

より、子どもたちの成長

過程における支援は、子

育て世代の負担軽減につ

ながります。 

　また、市長の掲げる、

子ども・子育てに関する施策

の推進を第一に据えている中

での、子育て世代を呼び込む

大切な施策でもあります。 

　千葉県内においては、令和３年８月現在、10市

13町村がすでに18歳までの助成を実施していま

す。 

　以上のことから、本市の取り組みが他市等に遅

れることがないよう、第１回定例会において、負

担の大きい入院を対象とした、子ども医療費助成

制度の18歳までの拡充を強く要望する決議が提出

されました。

18歳までの子ども医療費助成制度の
拡充に関する決議（案）
18歳までの子ども医療費助成制度の
拡充に関する決議（案）
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八千代市議会　会派自由民主党　所属議員

阿蘇米本学園
令和４年４月開校

■下高野区 急傾斜
地（県事業）早期の
完成を・準用河川高
野川整備に予算を

（豪雨で氾濫） 　■もえぎ野地区の市街化区域編
入は 　■阿蘇米本学園（小学校３・中
学校１校統合）令和４年４月八千代市
では初めて義務教育学校の開校です。 

問：桑納川地区の土
地改良事業の進捗状
況は。
答：この事業は、令
和２年11月に国の採
択を受け、県営事業
として進めているも
の、現在、地区界測

量を行っているが境界査定の問題で遅れが出てい
る。地区界測量終了後、市で経営体育成促進計画
書を作成する。この区域界が決まらないと経営体
育成促進計画書が策定できないので、今回の計画
書作成業務を繰越としました。

　今議会では、「18
歳までの子ども医療
費助成制度の拡充に
関する決議につい
て」が発議案として
提出され、これを受
理しました。また、

「ロシアのウクライナへの軍事侵攻に抗議する声
明」を市長と議長の連名で発表しました。市政施
行55周年を迎え本市がさらに発展するよう、議長
として皆様の声を市政に反映するため邁進します。

　３月定例議会にお
いて７日からの４日
間、令和４年度当初
予算に対し「予算審
査特別委員会」委員
長として取り組んだ。
市民の方々からの大

切な税金を“一円も無駄にしない”という事を最優先
課題とした予算執行をする為、また市民の安全・安
心の生活を守る事に重点を置き全ての施策と予算
について精査・検討した適正なる予算編成に務めた! 

①八千代台南の京成
電鉄高架下のトンネ
ル通路の拡幅を望み
ます。朝夕の渋滞解
消のため。
②八千代台駅付近に
空室を利用し、保育

室等の運営を当局に働きかける。
③近年、家庭内虐待件数は増加の一途をとげてい
ます。子供の保護をするための一時保護預所並び
に相談所が必要です。

　３月議会初日に、
「保育士・幼稚園教
諭及び放課後児童支
援員等処遇改善臨時
特別事業補助金にか
かる保育士等処遇臨
時特例交付金」にか

かる議会の承認を得ました。私は、これらの職業
の方々や介護などの福祉関係業務の方々の待遇は
民間企業の方々との処遇に比べ差が多きいことか
ら、更に国や県の支援を必要と考えております。 

　令和４年第１回定
例会において＊「放
課後子ども教室」の
令和４年度の開設予
定は、萱田・大和田西・
八千代台東・高津・
村上東小学校の５校。

＊５歳から11歳までの小児接種は、国の方針である
令和４年９月末までに接種を希望される方への接種
を完了できるよう体制を構築。の答弁をいただきま
した。今後とも子ども達の為に全力で活動します。

　市議会議員の議席
を頂き、早３年が経
過してしまいました。
この２年間は新型コ
ロナウイルスの世界
的蔓延により行動の
自由も制限されてし

まいました。県議、市長時代の
「経験と実績」を生かし市民福
祉向上の為の議会活動に専念し
て参ります。

会
派
代
表

林は
や
し　

利と
し
ひ
こ彦

江え
の
さ
わ

野
澤　

隆た
か
ゆ
き之

塚つ
か
も
と本　

路み
ち
あ
き明

伊い
と
う東　

幹み
き
お雄

成な
り
た田　

忠た
だ
し志

辰た
つ
み己　

百も
も
え恵

大お
お
さ
わ澤　

一か
ず
は
る治

議
長
大お

お
つ
か塚　

裕ゆ
う
す
け介

八千代市の道路状況
はひどい道路改修・
整備を進める為に力
を

　米本地域の小学校の小規模化の課題解消とともに、子どもたちのより良い教育環境
整備のため、現阿蘇中学校の位置に、令和４年４月に八千代市で初めての小中一貫校
である義務教育学校「阿蘇米本学園」が開校します。先進校からは「一貫したカリキ
ュラムによるスムーズな学習」や「異学年交流の促進」などの教育効果が報告されて
います。阿蘇米本学園では、独自教科の設定や５・６年生における教科担任制、小中
合同の行事など１～９年生が同じ校舎で生活をするメリットを最大限に活かした学校
運営が行われます。阿蘇米本学童保育所も、下の写真のように整備されました。

阿蘇米本学童保育所　■１階／２部屋（学童）　■２階／２部屋（学童、放課後子ども教室）


